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4-4-4 ビットマップファイルのインポート

※できるだけ単純な画像をご使用になることをお勧めします。複雑な画像の場合、イン

ポートされないことがあります。

※ビットマップファイルは、アウトライン形式に 変換されてインポートされます。

① [ファイル] - [インポート] - [ビットマップファイル] をクリックします。ま

たは ボタンをクリックします。 [Select Bitmap file] ダイアログボックスが

表示されます。

② [ファイルの場所] で使用したいビットマップファイルが保存してあるディレ

クトリを選択し、ビットマップファイルを選択し、 [開く] ボタンをクリッ

クします。

③ [インポート先を選択します] というダイアログボックスが表示されます。 

[新しいウィンドウ] または [現在アクティブなウィンドウ] を選択します。

選択したビットマップファイルがグリフエディタにインポートされます。
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4-4-5 Windows 標準外字ファイル（EUDC.tte）

Windows 標準外字ファイルの外字は、DynaFont Importer を利用してインポートする

ことができます。

 [ ファイル ] - [ インポート ] - [ ダイナフォント ] をクリックします。または ボ

タンをクリックします。 [DynaFont Importer] ウィンドウが表示されます。

グリフエディタに Windows 標準外字ファイルの外字をインポートする方法は、

DynaFont Gaiji Builderでの方法と同様です。「3-5-4-5 Windows標準外字ファイル（EUDC.

tte）」の手順②〜④をご参照ください。

選択した文字がグリフエディタにインポートされます。
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■ 4-5 グリフの編集

4-5-1 パスの選択

パスとは、グリフを構成する一つ一つの線（閉じた線）のことです。下図は「Ｄ」の

グリフです。このグリフは、二つのパスによって構成されています。

パスが選択されると選択されたパスに外接する矩形が表示されます。

複数のパスが選択されている場合、各パスは青色の外接矩形で囲まれ、全てのパスの

外接矩形に外接する矩形が表示されます。

外側のパスを選択している状態 内側のパスを選択している状態

二つのパスを両方選択している状態

パスに外接する青色の矩形が表示され、選択

されていることを示す

例えば、外側のパスのみを選択し移動した場合はこの図のようになります。

パスの選択は以下のようにして行います。
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■マウスクリックによる選択

パスの内側をクリックします。パスが選択されます。

パスの内側をクリック

パスが重なり合っている部分では、場合によって選択されないことがあります。後

述の「重なり合うパスの選択」の節をご参照ください。

複数のパスを選択する場合は、 [Ctr l] キーを押しながら目的のパスをクリックしま

す。

■ドラッグによる選択

マウスの左ボタンを押しながら、マウスをドラッグし、ある大きさを持つ矩形を描

きます。

その矩形に、パスを構成する制御点がすべて収まるパスが選択されます。

この図の場合、矩形と楕円形は選択されているが、三角形は選

択されていない

ドラッグ範囲

選択されたことを示す青色の矩形

※制御点については「4-5-9 制御点の編集」をご参照ください。

※パスが曲線を含む場合、制御点がパスよりもかなり離れている場合があります。その

場合、目的のパスを選択するには、全ての制御点を含むような大きな矩形を描く必要

があります。

■重なり合うパスの選択

パスの重なり合う部分において、選択したいパスが選択されないことがあります。

例えば、次の図のような、内側のパスを選択したいが外側のパスのみが選択される

という場合などです。
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重なり合うパスの内側でクリック、外側のパスのみが選択されている

これは、一方のパス（この場合外側のパス）がもう一方のパス（内側のパス）の「前

面にある」と内部的に扱っているためです。

このような場合には、上記の「ドラッグによる選択」を行うか、グリフエディタの [ グ

リフ ] メニューから [ 前面へ移動 ] （  ）または [ 背面へ移動 ] （  ）を実行し、

二つのパスの前後を変更します。前面に移動されたパスが優先的に選択されます。

■すべてのパスを選択

 [ 編集 ] - [ すべて選択 ] を選択します。全てのパスが選択されます。

4-5-2  [ 編集 ] メニューのコマンド

・ [ 切り取り ]  [ コピー ]  [ 貼り付け ]  [ 削除 ] 

 [ 編集 ] メニューから [ 切り取り ] / [ コピー ] / [ 貼り付け ] / [ 削除 ] を選択します。

または、 （切り取り）/ （コピー）/ （貼り付け）ボタンをクリック / [Delete] 

キーを押します。

選択したパスが切り取り / コピー / 貼り付け / 削除されます。

・ [ 全クリア ]  [ すべて選択 ] 

 [ 編集 ] - [ 全クリア ] を選択します。キャンバス上のパスが全クリアされます。

 [ 編集 ] - [ すべて選択 ] を選択します。全てのパスが選択されます。

・ [ 元に戻す ]  [ やり直し ] 

 [ 編集 ] - [ 元に戻す ] を選択します。直前に行った動作を元に戻します。

 [ 編集 ] - [ やり直し ] を選択します。直前に行った動作を繰り返します。
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4-5-3 移動

①移動するパスを選択します。

②トラッカーをドラッグし目的の位置まで移動します。

トラッカー（斜線部分）

リサイズハンドル

トラッカーをドラッグ

 [ ↑ ] 、 [ ↓ ] 、 [ ← ] 、 [ → ] などカーソル移動キーを押すると、選択されたパスが

１単位づつ移動されます。

4-5-4 拡大・縮小

①拡大・縮小したいパスを選択します。

②リサイズハンドル（上図参照）をドラッグします。

選択されたパスが拡大・縮小されます。

 [Shift] キーを押しながらドラッグすると、パスが縦横等比率で拡大・縮小されます。

4-5-5 回転

①回転したいパスを選択します。

② [グリフ] - [回転] または ボタンをクリックします。

マウスポインタが十字に変形します。
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③その状態で回転の中心となる点をクリックし、マウスを移動します。

マウスの移動にあわせて選択されているパスが回転します。

回転の中心

④目的の位置まで回転したら、マウス左ボタンをクリックして、確定します。

⑤確定する前に、回転する途中で取り止める場合は [Esc] キーまたはマウス右ボタン

をクリックします。

4-5-6 前面へ移動 / 背面へ移動

重なり合っている部分のあるパスの場合、内部的に前後関係が設定されて扱われてい

ます。パスの重なり合っている部分をクリックすると、前面と扱われているパスが選

択されます。

選択しているパスの前面、背面を変更するには、 [ グリフ ] - [ 前面へ移動 ] （  ）ま

たは [ 背面へ移動 ] （  ）を選択します。パスの前後が変更されます。

4-5-7 右回り / 左回り

パスは方向を持ちます。左回りのパスと右回りのパスがあります。

※右回り / 左回りとはパスを構成する制御点番号の数が大きくなる方向です。

他のパスと重なり合いのないパスの場合、右 / 左回りに関わらず内側が黒く塗りつぶ

されますが、重なり合う部分のあるパスの場合は、両方が同じ方向なら重なり合う部

分は塗りつぶされます。違う方向なら、重なり合う部分は塗りつぶされません。
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「Ｄ」　

A-1 A-2

「十」　

B-1 B-2

・二つのパスの方向が異なる（上の図の A-1、B-2）。

・二つのパスの方向が同じ（上の図の A-2、B-1）。

上図 A-2 および B-2 の場合、フォント生成後にどのように表示されるかは不定ですの

で、B-2 の場合には、 [ パス結合 ] を行い、A-2 の場合には内側のパスを削除するよう

にしてください。

パスの方向は次のようにして変更します。

①方向を変えるパスを選択します。

② [グリフ] - [右回り] （  ）、 [グリフ] - [左回り] （  ）を選択しま

す。選択されたパスの方向が変更されます。

※この機能を生かして白抜き文字を作成することができます。

4-5-8 基本パス追加

基本パス（矩形、楕円形、多角形）を追加します。

① [グリフ] - [基本パス追加] から [矩形] / [楕円] / [多角形] を選択します。または、

グリフバー上の  /  / ボタンをクリックします。

マウスポインタが十字になり、描画できる状態を示します。
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②マウスポインタをドラッグしながら、グリフエディタのキャンバス上で基本パスを

描きます。

4-5-9 制御点の編集

4-5-9-1 制御点とは

制御点とは、パスを構成する点のことです。一つのパスは、3 つ以上の制御点によ

りその形が決定されます。制御点を編集することによって、パスの直線・曲線を変

形することができます。

制御点を表示したパス

制御点には直線制御点と曲線制御点の二種類があります。

■直線制御点

直線制御点はパスを構成する一つの線分の始点または終点となります。隣接する制

御点がどちらも直線制御点のときには、それら二つの制御点の間に直線がひかれま

す。

※「直線制御点」という名称は便宜的なものであり、曲線の作成にも直線制御点が必要

となります。

P1 は直線制御点

P1P0

P2

■曲線制御点

曲線制御点は必ずその両隣に直線制御点を持ち、一方の直線制御点から他の一方の

直線制御点に引かれる曲線の曲がり具合を決定します。
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P1 は曲線制御点

P1P0

P2

曲線は両端の直線制御点と曲線制御点の三点で定義される二次ベジェ曲線です。

「グリフエディタ」では、あるパスの制御点を編集することにより、そのパスを変

形することが可能となります。制御点の編集を行なうには、「グリフエディタ」を

制御点の編集モードへ切り替える必要があります。

4-5-9-2 制御点編集モードへの切り替え

①パスをひとつ選択し、 [グリフ] - [制御点の編集] をクリックします。また

は、グリフバーの ボタンをクリックします。

制御点編集モードに切り替わり、選択しているパスの制御点が表示されま

す。

②制御点編集モードを終了するには、 [グリフ] - [制御点の編集] をクリックし

ます。または、グリフバーの ボタンを再クリックするか、 [Esc] キーを

押します。

制御点編集モードが終了します。

※制御点編集モードでは、制御点編集以外の操作はできません。制御点編集モードを終

了してから他の操作を行ってください。

4-5-9-3 制御点の選択

制御点を編集するためには編集しようとする制御点を選択状態にする必要がありま

す。制御点の選択方法は以下の通りです。
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■マウス左ボタンのクリック

①目的の制御点をマウス左ボタンでクリックします。

制御点が選択されます。選択された制御点は、塗りつぶされた状態になりま

す。

 [Ctr l] キーを押しながらクリックすると、複数の制御点を選択状態にするこ

とができます。

②すでに選択状態にある制御点の外側の任意の場所をクリックします。

選択が解除されます。

■ドラッグによる選択

マウスの左ボタンを押しながらある大きさを持つ矩形をドラッグして描きます。

その矩形内にある制御点が選択されます。

選択された制御点は塗りつぶされた状態になります。

下側の二つの制御点が選択されている

4-5-9-4 制御点の移動

制御点を移動するには、以下の手順に従って操作します。

①移動したい制御点を選択します。

②選択状態にある制御点（複数ある場合いずれかのひとつ）をマウスの左ボ

タンを押しながらドラッグします。または [↑] 、 [↓] 、 [←] 、 [→] など

カーソル移動キーを押します。

選択されたパスが１単位づつ移動します。

③目的の位置までドラッグしてから、ボタンを離します。

制御点が移動し、パスが変形します。
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4-5-9-5 制御点の追加

パスに制御点を追加できます。

①追加しようとする制御点の前または後ろにある制御点を選択します。

② [グリフ] - [制御点を追加] メニューから [前に追加] （  ボタン）または 

[後ろに追加] （  ボタン）をクリックします。

選択されている制御点の前または後ろに直線制御点が追加されます。

③曲線制御点を追加する場合には、まず直線制御点を追加後、 [グリフ] - [曲線

制御点] （ ボタン）を実行します。

制御点が曲線制御点になります。

直線制御点を曲線制御点に変更

曲線制御点

4-5-9-6 制御点の削除

不要な制御点を削除する場合は、以下の手順で行います。

①削除したい制御点を選択します。

② [Delete] キーまたは [編集] - [削除] をクリックします。

選択した制御点が削除されます。
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4-5-9-7 直線制御点 /曲線制御点の切り替え

①切り替えようとする制御点を選択します。 

② [グリフ] メニューから [直線制御点] （  ボタン）または [曲線制御点] （ 

 ボタン）をクリックします。

直線制御点／曲線制御点の切り替えが行われ、パスが変形されます。

※本製品は連続する曲線制御点をサポートしていません。曲線制御点の両側には必ず直

線制御点が必要です。

4-5-9-8 制御点の座標を使用したパスの変形

制御点の座標値を表示し、座標値を変更することによってパスを変形することがで

きます。

制御点の座標値を編集するには、制御点リストを表示する必要があります（ [ 表示 ] 

- [ 制御点リスト ] を選択）。

制御点リストからある制御点の座標値をクリックすると、その値を変更することが

できます。

①変形するパスを選択します。

制御点リストにそのパス制御点の「画」、「点」、「x」、「y」の値が表示

されます。それぞれが示すのは以下の通りです。

	画：パス番号

	点：制御点番号

	x、y：制御点の座標値

② [グリフ] - [制御点の編集] （  ボタン）をクリックします。

そのパスの制御点が表示されます。

③ [グリフ] - [番号を表示] （  ボタン）をクリックします。

制御点の番号が表示されます。

※番号がはっきりと表示されない場合には [ 表示 ] - [ 表示属性 ] をクリックして、 [ 設

定の対象 ] を「文字塗りつぶし」に設定し、制御点番号がはっきりと表示されるよう

に色を変更します。
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④変更したい制御点の番号の「x」、「y」の座標値をクリックします。

座標値が変更できるような状態になります。

⑤新しい値を入力します。

制御点の位置が変更され、パスが変形します。

4-5-10 パスの結合

「パスの結合」機能は、重なり合う部分のある複数のパスを結合し、一つの閉じたパ

スを生成する機能です。

重なり合う部分のあるパス パス結合後

①結合したい１つ以上のパスを選択します。

② [グリフ] - [パスの結合] （  ボタン）をクリックします。

選択されたパスが結合されます。

重なり合う部分のあるパスを含むグリフを生成した場合、アプリケーションによっ

てはまれにパスの交差している部分が白く抜けてしまう場合があります。グリフの

編集が完了した際にすべてのパスを選択しパスの結合を行っておけば、アウトライ
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ンが作成され、アプリケーション上で白く抜けることもありません。

また、下のような例では、文字を白抜きにしているため、筆画が交差しているとこ

ろが抜けています。このような場合にも、パスの結合によって解決することができ

ます。

重なり合う部分

パス結合前

パス結合後
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■ 4-6 検索キー機能

編集中のグリフに対して「検索キー」を付加することができます。検索キーとは、任

意に追加できるグリフファイルの情報で、グリフデータとともにグリフファイルに保

存され、グリフファイル検索（DynaFont Gaiji Builder の「グリフ検索」、グリフエディ

タの「検索して開く」）時に参照されます。

適切な情報を付加しておくことによって、のちに多くのグリフファイルの中から必要

なものを容易に検索することが可能になります。

「検索キー」ダイアログを表示するには、 [ 表示 ] - [ 検索キー ] （ ボタン）をクリッ

クします。以下のような [ 検索キー ] ダイアログボックスが表示されます。

4-6-1 検索キーの追加

① [追加] ボタンをクリックします。

 [ 検索キーの追加 ] ダイアログボックスが表示されます。

② [キー] と [値] のテキストボックスに検索キーの名称と値を入力します。

 [ キー ] と [ 値 ] には検索の手がかりとなる言葉や数字などを任意に入力すること
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が可能です。例えば、 [キー] に「作者」、 [値 ] に「山田」と入力したり、または、 [キー] 

に「読み」、 [ 値 ] に作成した文字の読みを入力するなど、自由に設定できます。

③１つの検索キーの追加が完成したら、 [OK] ボタンをクリックします。

 [ 検索キー ] ダイアログボックスに戻り、入力されたキーと値は [ 検索キーリスト ] 

に表示されます。

複数の検索キーを追加する場合は、①〜③の手順を繰り返して追加していきます。

4-6-2 検索キーの削除

①マウスで [検索キー] に表示されているリストから削除する検索キーを選択しま

す。

② [削除] ボタンをクリックします。

選択された検索キーが削除されます。

4-6-3 検索キーの変更

①マウスで [検索キーリスト] から変更する検索キーを選択します。

② [変更] ボタンをクリックします。

 [ 検索キーの変更 ] ダイアログボックスが表示されます。

③変更する [キー] または [値] のテキストボックスで検索キーの名称または検索キー

の値を変更します。
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4-6-4  [ 検索して開く ] 

グリフエディタでは既存のグリフファイルを検索して開くことができます。

① [ファイル] - [検索して開く] （  ボタン）をクリックします。

 [ 検索 ] ダイアログボックスが表示されます。

 [ 検索 ] ダイアログボックスでは検索しようとするグリフファイルの検索条件を入

力し、検索を実行することができます。

②これ以下の手順は、「3-5-3 検索結果から」の手順③〜⑦の操作と同様です。

③必要なグリフファイルを選択し、 [OK] ボタンをクリックして [検索] ダイアログ

ボックスを終了します。

グリフエディタに戻り、検索されたグリフがキャンバスに表示されます。
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■ 4-7 グリフファイルの保存

4-7-1  [ 上書き保存 ] 

DynaFont Gaiji Builder でコードを選択し、グリフエディタが起動した際に開かれている

ウィンドウでグリフを作成・編集した場合、 [ 上書き保存 ] とは、DynaFont Gaiji Builder

への登録を指します。

※グリフエディタが起動した際に開かれるウィンドウとは別に、新たにウィンドウを新

規作成している場合には、その内容は下記の [ 名前をつけて保存 ] 同様、グリフ単独

のファイルとしての保存になります。

4-7-2  [ 名前をつけて保存 ] 

グリフ１つを１ファイルとして保存します（グリフファイル「.glf」）。

保存した拡張子「.glf」のファイルは、後にグリフエディタから再び開いて再編集する

ことができます。また、DynaFont Gaiji Builder でグリフファイルを直接登録することが

できます（3-5-2 ファイルから」参照）。

① [ファイル] - [名前をつけて保存] を選択します。

② [名前をつけて保存] ダイアログボックスが表示されます（※）。保存する場所お

よび名前を指定し、 [保存] ボタンをクリックします。

※この時表示されている「~」から始まる作業フォルダ（例えば「~3deb1f13」等）は作

業中のみ一時的に使用されるフォルダです。必ず作業フォルダ以外のディレクトリを

選択してください。
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第５章

外字フォント登録ツール  

「外字フォント登録ツール」は、「DynaFont Gai j i 

Bui lder」で作成した外字フォントファイルを、す

でにシステムにインストールされている TrueType

フォントの外字として使用できるように、システ

ムに登録するためのプログラムです。

■外字フォント登録ツールの起動と終了

■外字フォントの登録

■外字フォントの解除
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■ 5-1 外字フォント登録ツールの起動と終了

5-1-1 起動

「外字フォント登録ツール」を起動するには、次の方法があります。

・スタートメニューから起動する方法

 [ スタート ] - [ プログラム ] - [DynaComware] - [DynaFont Gaiji Builder] - [ 外字フォン

ト登録ツール ] をクリックします。

・DynaFont Gaiji Builderから起動する方法

 [ ツール ] - [ 外字フォント登録ツール ] をクリックします。または ボタンをク

リックします。

 [ 外字フォント登録ツール ] ウィンドウが表示されます。

・ [フォント名] 

システムにインストールされている TrueType フォントの一覧が表示されています。

・ [外字フォントファイル名] 

インストールされているフォントに関連づけられている外字フォントファイル名が

表示されます。

・ [選択] 

システムにインストールされている TrueType フォントに外字フォントを登録しま

す。
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・ [解除] 

システムにインストールされている TrueType フォントと、外字フォントの関連を解

除します。

・ [更新] 

本ツールで編集した、外字フォントとシステムフォントとの関連をシステムに反映

させます。

5-1-2 終了

「外字フォント登録ツール」操作ウィンドウ上の [ 終了 ] ボタンをクリックすると、

「外字フォント登録ツール」が終了します。
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■ 5-2 外字フォントの登録

ここでは、「DynaFont Gaiji Builder」で作成した外字フォントファイルを、システムにイ

ンストール済の TrueType フォントの外字として使用できるようにシステムに登録する

方法について解説します。

作成した外字フォントが TTE 形式のフォントであれば、システムにインストールさ

れている TrueType フォントと関連付けて、その拡張文字として使用しますが、外字

フォントが TTF 形式であれば、TTE 形式のフォントと同様にシステムに入っている

TrueType フォントと関連付けてその外字として使用するほかに、単独にシステムにイ

ンストールして使用することもできます。

5-2-1　インストール済みフォントに TTE/TTF を関連づける

① [フォント名] でシステムにインストールされているフォントの一覧から、外字を

登録しようとするフォントを選択します。

そのフォントが選択状態になります。

② [選択] ボタンをクリックします。

 [EUDC フォントファイルを選択します ] ダイアログが表示されます。

③関連付ける外字フォントファイル（拡張子「TTF」または「TTE」のファイル）を選

択し、 [開く] ボタンをクリックします。

選択された外字フォントが手順①で指定したフォントと関連づけられ、 [ 外字フォ

ントファイル名 ] のダイナフォントとの関連状況一覧に表示されます。そのフォン
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トに外字が登録されたことを意味しています。

※ユニコードの外字フォントファイルを関連付ける場合

ユニコードの外字エリアに外字を登録してある外字フォントファイルも、上記手順①

〜③で TrueType フォントに関連付けることができます。

ユニコードの外字フォントファイルを関連付けたフォントは、ユニコード対応のアプ

リケーションを使用することにより、ユニコードの外字エリアに登録した外字を使用

することができます。ユニコード非対応のアプリケーションを使用する場合には、シ

フト JIS の外字エリアに登録されている外字だけを使用することができます。

④ [更新] ボタンをクリックします。

 [ 更新 ] ボタンは必ずクリックしてください。更新ボタンを押さなければ、設定した

関連付けは有効になりません。

5-2-2　TTF を単独でインストール

①[コントロールパネル] の [フォント]アイコンをダブルクリックします。[フォント] 

ウィンドウが表示されます。

※ Windows XP/Vista をご使用の場合で、コントロールパネル画面上に、［フォント］

アイコンが表示されていない場合は、コントロールパネル画面左方の［クラシック表

示に切り替える］(Vista では［クラシック］) をクリックしてください。［クラシック

表示］に切り替えると、［フォント］アイコンが表示されます。

②作成した外字フォントファイルTTFを、[フォント] ウィンドウにコピー&ペーストし

ます。

③TTFがシステムにインストールされます。
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■ 5-3 外字フォントの解除

外字フォントとシステムにインストールされている TrueType フォントとの関連を解除

するには、以下の手順に従って操作します。

① [フォント名] でシステムにインストールされているフォントの一覧から、外字を

解除しようとするフォントを選択します。

そのフォントが選択状態になります。

② [解除] ボタンをクリックします。

選択されたフォントの右にある [ 外字フォントファイル名 ] のダイナフォントとの

関連状況一覧に「なし」と表示されます。

選択されたフォントと外字との関連が解除されたことを意味しています。

③ [更新] ボタンをクリックします。

 [ 更新 ] ボタンをは必ずクリックしてください。更新ボタンを押さなければ、設定し

た関連付けは有効になりません。



第６章

サポート  

■作成した外字の入力

■従来製品との互換性について

■トラブルシューティング

■カスタマーサービス
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■ 6-1 作成した外字の入力

作成した外字フォントファイルの外字をアプリケーション上で入力するには、日本語

入力システムの提供する「文字パレット※」等を利用します。

Microsoft IME の場合「IME パッド」、ATOK 等では「文字パレット」と呼ばれます。

以下に、Microsoft IME (MS-IME 2000、Microsoft Office IME 2007) と ATOK2005 での例

を示します。

6-1-1 MS-IME 2000 の例

①外字を入力したいアプリケーション（「Microsoft Word」「Adobe Illustrator」など）

を起動し、文字入力できる状態にします。

②MS-IMEのツールバー上の［IMEパッド］ボタン  をクリックします。または、

MS-IMEのツールバーで右クリックし、［IMEパッド］を選択します。IMEパッドが表

示されます。

③アプレットメニューから［文字一覧］を選択し、［文字一覧］を表示させます。
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④シフトJISコードまたはUnicodeを表示し、外字を関連づけた書体または単独でイン

ストールした外字フォント(TTF)にフォントを変更します。

⑤外字は外字領域に収録されています。外字領域（シフトJISの場合、F040〜）まで

スクロールバーをスクロールするか、またはプルダウンメニューから［外字］を選

択します。外字が表示されます。

「シフト JIS」を選択 「外字」を選択 外字書体 / 外字を関連づけした書体を選択

※ Unicode の場合は、プルダウンメニューで [Unicode] および [ 私用領域 (e000 〜 )] を

表示します。

⑥入力したい外字の上でダブルクリックします。アプリケーションに外字が送られます。

⑦ご使用のアプリケーション(図は「Microsoft Word」の例)上で入力した文字を選択

し、外字を関連づけた書体または単独でインストールした外字フォント(TTF)にフォ

ントを変更します。入力した外字が表示されます。

外字書体 / 外字を関連づけ

した書体に変更

6-1-2 Microsoft Office IME2007 の例

①外字を入力したいアプリケーション（「Microsoft Word」「Adobe Illustrator」など）

を起動し、文字入力できる状態にします。
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②Microsoft IMEのツールバー上の［IMEパッド］ボタン  を選択します。IMEパッド

が表示されます。

③アプレットメニューから［文字一覧］を選択し、［文字カテゴリ］を表示します。

［文字一覧］を選択

［文字カテゴリ］が表示されていな

い場合、ここをクリックする

④[シフトJIS］の［外字］フォルダをクリックします。

※ Unicode の場合は [Unicode] の [ 私用領域 ] をクリックします。

⑤外字を関連づけた書体または単独でインストールした外字書体(TTF)にフォントを変

更します。

⑥入力したい外字の上でダブルクリックします。アプリケーションに外字が送られます。
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⑦ご使用のアプリケーション(図は「Microsoft Word」の例)上で入力した文字を選択

し、外字を関連づけた書体または単独でインストールした外字フォント(TTF)にフォ

ントを変更します。入力した外字が表示されます。

外字書体 / 外字を関連づけ

した書体に変更

6-1-3 ATOK2005 の例

①「Microsoft Word」「Adobe Illustrator」など外字を入力したいアプリケーションを起

動し、文字入力できる状態にします。

②ATOKツールバー上で右クリックし、［文字パレット］を選択します。ATOKの文字

パレットが表示されます。
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③[和文コード表］タブを開き、［体系］プルダウンメニューで［シフトJIS］、[見出

し］で［外字］を選択し、［フォント］を外字を関連づけた書体または単独でイン

ストールした外字フォント (TTF) に変更します。外字が表示されます。

※ Unicode の場合は、[Unicode 表］タブを開き、[ 見出し］で［私用領域］を選択します。

④入力したい外字の上でダブルクリックします。アプリケーションに外字が送られま

す。

⑤ご使用のアプリケーション上で、外字を関連づけた書体または単独でインストール

した外字フォント(TTF)にフォントを変更します。入力した外字が表示されます。

※多くの日本語入力システムは単語登録機能を提供しています。作成した外字を単語とし

て登録すれば、「読み」入力により登録されている外字の文字コードをアプリケーションに送る

ことができます。単語登録機能についての詳細は、ご使用の日本語入力システムのマニュアル及

びヘルプをご参照ください。
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■ 6-2 従来製品との互換性について

6-2-1 「DYNA 外字エディタ」

従来製品の「DYNA 外字エディタ」では、外字エディタがインストールされているディ

レクトリ下のサブディレクトリ「DynaFont」に外字フォントファイル（*.tte）とその

情報ファイル（*.ttg）を作成します。

外字ファイルのファイル名は、関連づけてあるフォント名と同じです。

＜フォント名＞ .tte

＜フォント名＞ .ttg

たとえばＤＦ行書体ならば、「ＤＦ行書体 .tte」、「ＤＦ行書体 .ttg」となっています。

このうち、拡張子 .tte のついた外字フォントファイルは DynaFont Gaiji Builder で再利用

することができます。

※「DYNA 外字エディタ」で作成した外字情報ファイル（*.TTG）の情報は読み込みま

せん。よって、検索情報（画数、会社、個人等）は失われます。

※ DynaFont Gaiji Builder で作成したグリフファイルおよび外字フォントファイルは、

「DYNA 外字エディタ」では読み込むことができません。

※使用中の .tte ファイルは編集することはできません。「外字フォント登録ツール」でいっ

たんシステムへの登録を解除後、DynaFont Gaiji Builder で編集、保存を行い、再度「外

字フォント登録ツール」でシステムへ登録してください。

6-2-2 「DynaFont Gaiji Editor Pro」

従来製品「DynaFont Gaiji Editor Pro」で作成・保存した外字フォントファイル（.tte/.

ttf ファイル）およびグリフファイル（.glf）は、DynaFont Gaiji Builder でそのままご利

用いただけます。
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■ 6-3 トラブルシューティング

6-3-1 Gaiji Builder 使用時の問題

 ビットマップファイルのインポートができないことがあります。

 ビットマップファイルの生成の仕方によってうまくインポートできない場合

があります。色数を落とす/モノクロにする/Windowsに付属の「ペイント」

で保存し直す/等の作業を行ってみてください。

6-3-2 生成した外字フォントの使用に関する問題

 小サイズの文字を表示すると、文字がきれいに表示されないことがあります。

 生成する外字フォントにヒンティング情報が含まれていないため、画面上の

表示品質は劣りますが、印刷の品質には影響はありません。

 生成した TTF が Adobe アプリケーションのフォントメニューに表示されません。

 GaijiBuilderでファイル保存時、設定したポストスクリプト名(PSフォント名※)

が既存もしくは削除したフォントと衝突すると、追加したフォントがAdobe

アプリケーションのフォントメニューに反映されないという現象が起こりま

す。

※フォント属性の設定画面において「名前 (NAME)」設定画面の「6.PS フォント名」

この現象を回避するために、PSフォント名を設定する際には、既存または作

成済みのフォントと異なる名前を設定してください。

同トラブルに陥った場合は、下記の手順により、PSフォント名が衝突する
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フォントおよび「AdobeFnt**.lst (**は数字)」というファイルをシステムか

ら削除してください。

1. Adobeアプリケーションを終了

2. フォント名が衝突するフォントをシステムから削除

3. システムを再起動

4. AdobeFnt**.lst（複数）システムからすべて削除 (※2)

5. 目的のフォントをシステムに追加

6. Adobeアプリケーションを起動

(※2)AdobeFnt**.lst はシステムの検索機能 ([ スタート ]-[ 検索 ]) を使用し検出します。

Windows Vista では隠しファイルなのでユーザホームディレクトリ下を隠しファイル

も検出するようにして検索すると検出が可能です。

「高度な検索」オプ

ションを開く

Windows Vista での検索の例

検索された「Adobefnt**.lst」

ファイルを削除

隠しファイル検出できるよ

うにチェックを入れる

 Microsoft Office XP で、TTE 形式の外字を使用できません。

 Microsoft Office XPでは、「New Gulim」というフォントがインストールされて

いると、TTE形式の外字が他の文字に置き換えられ使用できないという現象

が起こります。
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New Gulimフォントをシステムから削除するか、または、TTF形式の外字を単

独でシステムにインストールしてご使用ください。

 Microsoft Office 2003/2007 で外字が中国語フォントで表示されてしまう。

 Windows VistaでMicrosoft Office 2003/2007を使用している場合、TTE形式の外

字が正しく表示されずに、中国語フォント(MingLiU_HKSCS)の字形で表示され

てしまう現象が起こります。

Word 2003/2007の場合は、外字を選択し、フォントを再指定することによ

り外字が正しく表示されます。

Excel/PowerPoint 2003/2007の場合は、TTE形式の外字が入力/表示できませ

ん。

この現象は、Windows Vista環境でのMicrosoft Office 2003/2007が、中国語

フォント(MingLiU_HKSCS)の外字エリアにある外字を優先してしまう為に起こ

ります。

TTF形式は正しく入力表示ができますので、TTF形式のフォントをご使用くだ

さい。または、Microsoft社サポートオンラインをご覧ください。

 Adobe Illustrator、InDesign、Photoshop で外字が表示されない。

 Adobe Illustrator/InDesign/Photoshopでは、TTE形式の外字を使用できません。こ

れらのアプリケーションで外字を使用する場合は、TTF形式の外字フォント

をご使用ください。

 Microsoft Word 2002 で外字部分のフォントを変更できない

 Microsoft Word 2002では、外字入力後、フォントをTTEを関連づけたフォント

に一度変更したら、再度他の外字書体に変更することができないという現象

が起こります。他の書体に変更したい場合、外字部分を一旦削除し、再度入

力しなおしてから使用したいフォントに変更してください。または、TTF形

式の外字フォントをご使用ください。
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 Photoshop 7.0J で縦書き使用時に外字が正しく表示できない。

 Photoshop 7.0Jで縦書き使用時の場合、外字フォントの外字部分は正しく表

示できず、文字が90度回転した状態で表示されてしまいます。Photoshop上

で、横書きで入力した外字を、長方形選択ツールで選択し、コピー&ペース

トする等の方法によってご対処ください。

 Microsoft IME の IME パッドから外字を入力しようとしたが、正しい文字が入力さ

れない。

 Microsoft IMEのIMEパッドからPhotoshop 6.0J/7.0Jに外字を入力しようとす

ると、正しい文字が送られないという現象が起こります。この場合、他の

アプリケーション上で必要な文字を入力しておき、その文字をコピーして

Photoshop上で貼り付けてください。
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■ 6-4 カスタマーサービス

　ダイナコムウェア株式会社では、DynaFont ユーザの皆様の製品に関するお問い合わせに対応

させていただくため、テクニカルサポートを開設しております。DynaFont をはじめ弊社製品を

ご利用いただくにあたり、ご質問や疑問等がございましたらお気軽にご利用ください。

　本サービスをお受けになるには、ユーザー登録が必要となります。パッケージに同梱されて

いるユーザー登録用紙または弊社ホームページにてユーザー登録を行ってください。またユー

ザー登録およびお問い合わせの際には製品番号が必要となります。製品番号はマニュアル、ユー

ザー登録用紙及び障害報告書に記載されている番号をご参照ください。これらを大切に保管し

ておくか、製品番号を控えておくようお願い申し上げます。

■ダイナコムウェア テクニカルサポート

    FAX　 03-3224-3474

    E-Mail　info-jp@dynacw.co.jp    （ご購入前の製品に関するご質問）

　           tech-support@dynacw.co.jp（ご購入後の技術的なご質問）

■ダイナコムウェアホームページ

    弊社ホームページにて弊社製品に関する情報や書体サンプル、その他各種情報がご覧いただ

けます。

　           http://www.dynacw.co.jp

　尚、現在は電話でのサポート受け付けは休止させて戴いております。

電話での回答をご希望の方は、上記 E-Mail 若しくは FAX へ、ユーザー登録済みの製品番号なら

びにご質問を明記の上、「電話対応希望」とお書き添え下さい。

また、お電話のご回答を含め、全ての弊社サポート対応は、以下のサポート開設時間内での対

応となります。あらかじめご了承下さい。

※テクニカルサポート開設時間 

　平日 10:00 〜 12:00、13:00 〜 17:00 （土曜、日曜、祝日、弊社休業日を除く）



《付録》Gaiji Builder 用語集

EM スクエア グリフ設計時に目安となる、文字の標準の大きさ

インポート 異なる形式のデータを読み込むこと。グリフエディタには

いくつかの異なる形式のデータを読み込む機能が提供され

ている。

仮想ボディ 実際の文字の幅と高さ。アプリケーションソフトウェアが

文字を配置するときに参照される。固定ピッチフォントで

は EM スクエアと同じ大きさを持つ。

曲線制御点 制御点の一種。両端には必ず直線制御点があり、それら二

つの点から点に引かれる弧の湾曲する度合いを定義する。

グリフ 一つの文字の輪郭

グリフファイル グリフエディタで設計した外字の輪郭データをファイル化

したもの。1 文字 1 ファイルで拡張子 GLF を持つ。

制御点 パスを構成する直線制御点、曲線制御点。

精密度 制御点を配置することのできる精密さの度合い

直線制御点 制御点の一種。線分の両端または曲線の弧の両端を定義す

る。「直線」は便宜上の呼び方で、曲線上にも存在する。

パス 文字の輪郭 ( グリフ ) を構成するひとつの閉じた曲線または

直線

パス矩形 パスが選択状態にあるときに表示される、パスに外接する

矩形

文字部品 文字の筆画データ。これを組み合わせることにより文字を

作成できる。
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